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　C 村の言い伝えでは，獅子舞が始まったのは約 200 年前であるらしい．1903 年生まれであっ
た筆者の曽祖父が若い頃から獅子舞があったと話していたことを考えても，少なくとも 100 年は
経っている．現在の獅子舞は，毎年 4 月の第二土曜・日曜に行われる．土曜の朝，C 村の神社で








































































なるが，先にも述べたように C 村の場合は計 9 つの演目があり，小天狗，中天狗，大天狗とす















いる．以下は，筆者と，もと獅子方で現在は囃子方として獅子舞に携わる青年団 OB の K 氏














インタビュー当時 32 歳）もその一人であった．T は「獅子方」として青年団に入団した．高校
1 年生時，2 年生時には獅子方として参加したが，高校 3 年生になる春，天狗が足りないために






















子舞に携わり，後進の指導にもあたる Y 氏（1976 年生まれ，当時 37 歳）には小学生の娘が 2
人おり，特に長女は筆者と同じように天狗になりたかったのだという．Y 氏は，長女に「女は
天狗になれん」と話したときにはショックで泣きそうになっていたと話していたが，Y 氏の兄
の息子，つまり Y 氏の甥が小天狗として数年，参加している．以下は，筆者と Y 氏の会話であ

































　たとえば現在，中学校 2 年生の中天狗 N くんの父親は天狗ではない．N くんの父親は関西出

































































30 代後半の村民も担ってはいるが，1977 年生まれ（2014 年 3 月当時 36 歳）の天狗 S 氏は仕事





のだが（約 200 戸全軒で門づけを行うことから班長宅 20 軒のみへ，女子厳禁から笛は女子も可
能，など），完成度を下げるということにまでは及んでいない．
　C 村の，現在の青年団 OB の事実上の代表は「もってあと 5 年やろう」と話す．青年団に若い
人が定着せず，活動する面々の平均年齢は上がるばかりという状況では，担う人がいなくなって
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